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 本市では、株式会社横浜銀行が提供するデジタル技術を活用し、公金の支払いなどにおける

業務の効率化を進めます。 

神奈川県内の自治体では、政令指定都市を除き、本市が初めて、ＡｎｓｅｒⅮＡＴＡＰＯＲＴ 

（アンサーデータポート）方式によるデータ伝送を開始します。 

地方公共団体を相互接続した閉域ネットワーク（総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ））

を利用するため、データを安全に銀行システムに伝送することが可能です。 

 

 ●改善内容と効果 

 本市では、公金の支払いなどに「帳票（紙）」、「電子記録媒体」を利用してきました。 

今後は、〈はまぎん〉コンピューターサービス（AnserDATAPORT 方式）により、人の手を介す

ことなくデータを安全に銀行システムに伝送できるため、帳票作成や支店への持ち込み等の事

務コストの軽減、ペーパーレス化の推進を図ることができます。 

 

 

※（参考）ＡｎｓｅｒⅮＡＴＡＰＯＲＴ（アンサーデータポート）方式とは 

  株式会社ＮＴＴデータが金融機関に提供する AnserDATAPORT（アンサーデータポート）を

利用したデータ伝送方式のことです。外部から切り離された専用の通信回線を使用し、

大量のデータを高速かつ安全に送受信することが可能です。総合行政ネットワーク（Ｌ

ＧＷＡＮ）を利用します。 

 

【付属資料】 

資料１：サービス利用イメージ（横浜銀行資料抜粋） 
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〈はまぎん〉コンピューターサービス（AnserDATAPORT 方式）を活用します 

本件に関するお問い合わせ先： 

会計課  西平・水田 

電話：046-873-1111 内線 200、201 



資料


